
    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「坂祝町子育て環境整備基
本構想」は、これまでみなさんから
いただいたご意見などをもとに、坂
祝町の子育て支援に対する基本
的な考え方を集約したものです。 
平成 29年度は、みなさんにご

参加いただけるワークショップや、 
基本計画の策定、用地測量、造成基本計画などの
業務を進めていきたいと思っています。また、この4月に
役場職員で構成する「子育て環境整備プロジェクト」
が発足しています。 
平成 30 年度からは、施設整備に関する様々な手

続きや用地の取得、設計や調査を行っていき、平成
31年度中盤頃に工事着工、平成 33年の春くらいに
完成できないかなと考えています。これからもみなさんと
いっしょに考え進めていきたいと思います。今後ともよろ
しくお願いいたします。 

8 月 5 日（土）の午前中、中央公民館２階の研修室で坂祝町

子育て環境整備ワークショップ「つどい場 ツクリバ」の  

「みんな集まれ★交流会」を開催しました。出席者は、町民

及び事務局合わせて 57 名でした。 

平成 29 年度最初の会となるこの日は、町事務局からこれま

での経緯や今後の進め方について説明を聞いたあと、参加者

どうしの「交流タイム」。休憩のあとは、グループに分かれて

「今年度のツクリバで話し合いたいこと」や「たくさんの人

を巻き込む方法」について話し合い、班の「グッドアイデア

☆ベスト３」を決めて発表。初参加の方も多かったのですが、

みんなの想いがつながり熱気あふれる交流会になりました。 
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 2017/8/5（土）午前10：00～正午 坂祝町中央公民館 ２階 研修室  

み ん な 集 ま れ ★ 交 流 会 
 

1．あいさつ 
2．ガイダンス「これまで、そして、これからは？」
3．交流タイム「インタビューカードを使って…」 
4. えんたくん会議 

・今年度のツクリバで話し合いたいこと 
・ここに来てない方々を巻き込むには？ 

5．発表＆共有 
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１ あいさつ 
（高橋教育長より） 

交流タイム インタビューカードを使って、参加者
どうしで交流。短時間でいろんな人とおしゃべりしました。 

今日は、たくさんの方にお集まりいた
だきありがとうございます。去年はまさに
機が熟した一年。皆さんにご意見をい
ただきながら議会の御理解もいただき
基本構想ができ、拠点づくりへの Go
サインが出たものと思っています。 
去年のワークショップの初回で「同じ夢を持つ人が１人でも増え

たらいい」というお話をしました。坂祝町の総合計画に「暮らしたい 
訪れたい 魅力あふれるまち さかほぎ」とありますが、「暮らしたい」
に「続けたい」を加えた「暮らし続けたいまち」は、みんなが持てる夢
ではないかと思います。そのためには、みんなが安心して子育てがで
きるまちに。そのための拠点づくりが必要かなと思っています。 
また、そのごあいさつの中で、「夢が大きく膨らんで現実の一歩が

踏み出せるといいな」というお話もしましたが、今年はまさにその夢の
実現に向けみなさんで考えを出し合っていく一年だと思っています。
忌憚のないご意見を、どうぞよろしくお願いします！ 

２ ガイダンス 
「これまで、そして、これからは？」 

平成 29 年度 



 

 

 

 

 

 

  

  
  

ひとことアンケートより                        
学生さん、子育てママの世代がたくさん来たことで、意見の幅が広がったなあと思
った／友人以外の方と話すことで新しい発見があった。いろんな意見が聞けてよ
かった／年代による考え方の違いがよくわかりました／初めての参加でしたが、町
のことを一生懸命考えている方がたくさんいて、すごいなあと思いました／予算や
規模を具体的にしていかないといけない／以前よりかなり進歩してきた ほか 

坂祝町教育委員会 こども課 
電 話：0574－26-7151 
F A X：0574－26－7097 
E - m a i l：kodomo@town.sakahogi.gifu.jp 

 

 

えんたくん会議～発表・共有 
グループに分かれて円卓を囲み、「今年度のツクリバで話し合いたいこと」や「たくさんの人を巻き込む
方法」についてアイデアを交換し、グループ内での「グッドアイデア☆ベスト３」を決めて発表しました。 
 

４ 

今年のツクリバで話し合いたいことは？ 

たくさんの人を巻き込む方法は？ 

建物の 
規模・予算 

対象 

は？ 機能の充実 
カフェに 
ついて 

遊具や公園
について 

管理運営 
方法に 
ついて 

多世代 
交流のため 
の工夫 

機能の 
絞り込み 

図書室、 

の検討 
施設の 
デザイン 

気軽に 
集える場 

活気ある 
施設に 
するには 

口コミ 声掛け 

SNS 

チラシ 
かわらばん 

広報 
回覧板 

お得な 
特典 

出前講座 
話し合いの
場を設ける 

アンケート 
意見箱 

イベントで
PR 

学校で 
声掛け、 

Q. 

Q. 

その他：身の丈の施設、コンセプト（理念）、イメージカラー（わかりやすく）、未・幼・
小の兄弟が一緒に行ける場所、・高齢者も子どもも使える場にするには？、インクルー
シブな（排除の無い、包みこむような）施設のあり方、どのように使いたいか？、気軽に
相談ができる場にするためには？、どんな事業を行うか？、人材育成、人材確保 など 
 

その他：参加者が３人ずつ連れてくる!、子育て中のママとかに思いを伝える、人がたく
さん集まる場所で声をかける、人が集まるイベントでチラシを配る、開催のお知らせをいろ
んな場所に、小中の総合の時間にアンケートやアイデアを出してもらう、乳幼児学級の
１回に盛り込む、ポロシャツ無料配布、WS の土日開催、来たくなるプログラム など 
 


